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び「危機管理の相互応援に関する協定にかかる申し合わせ事項細則」（以下「申し合

わせ事項等」という。）に基づいて広域避難訓練を実施し、申し合わせ事項等につい

て検証を行うこととしました。 

③ 訓練の実施にあたっては、大型バスを利用した、より実証的な訓練とすることを検

討し、三重県地域づくり支援補助金を活用することとしました。 

④ 大型台風の接近により木曽岬町全域が浸水する危険性が高まったとの想定で、木曽

岬町内の各一時避難所に大型バス 15 台を配車、町民約 500 名が避難者とし、木曽岬

町外の一時集結場所へ避難する広域避難訓練を行い、一時集結場所では応援市町等の

職員が広域避難者の受入れ訓練を行いました。 

また、桑名市の総合防災訓練の一環として行われた避難所運営訓練に、避難者とし

て一部の木曽岬町民の方に参加いただき、災害時用簡易テント等の各種設営訓練およ

び炊き出し訓練等を行いました。 

⑤ 訓練結果を振り返りながら申し合わせ事項等の検証を行い、その結果を実施要領

（案）の形に整理しました。 

⑥ 平成27(2015)年度以降の取組について、確認しました。 

 

（６）取組成果 

① 協定では、これまで具体的な行動指針を定めていなかったため、昨年度、広域避  

難者の１次的な誘導先・集結場所について共通ルールを整理したところですが、本年

度は、このルールに基づき実際の訓練を行うことで、共通ルールの検証および課題の

抽出をすることができました。 

② 避難の方法は、自助による徒歩移動（猶予時間がない場合は建物内での垂直避難）

が基本となりますが、超大型台風の接近等の風水害の場合は、高潮等による浸水まで

一定の時間的な猶予があることを考慮し、効率的に多数の住民を域外に避難させるた

めの副次的手段（バス、自家用車、営業車（タクシー）等）として、大型バスを利用

した避難訓練を行いました。 

③ 木曽岬町は災害時に浸水のおそれがあり、住民の方にバスによる広域避難、避難 

先での各種訓練を体験いただき、避難について考えていただく機会となったことは、

今後の防災対策にとって非常に有益であったと考えます。 

④ 災害時における新たな通信手段として、デジタル簡易無線を導入することとし、 

昨年度末に「危機管理の相互応援に関する協定にかかる無線登録局使用要領」を定め

ました。本年度の桑員地域広域避難訓練では、この要領に基づき、木曽岬町、一時集

結場所（桑名市アイリスパーク）、避難所（桑名市星見ヶ丘小学校）間で使用し、そ

の実用性を確認しました。 

⑤ 各市町および県の防災部局担当者が共同で取り組んだことは、今後より連携を密 

にした相互応援、広域連携をはかっていくにあたり意義あるものとなりました。 

     
       （現地調整所における広域避難者の受入れ訓練の様子） 
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（４）開催実績 

第１回 平成26年６月９日 検討会議の取組内容についての協議 

第２回     ６月24日 いなべ市サイクルツーリズム実行委員会の設立について 

第３回     ７月22日 本年度の事業計画について 

第４回         12月25日 本年度の事業実施状況について 

第５回 平成27年３月11日 本年度の総括および来年度の取組方針について 

 

（５）検討状況 

① 自転車を通じた地域づくり、観光誘客や交流、健康増進等を目的とするいなべ市の

サイクルツーリズム事業について意見交換および検討を行いました。 
② 事業の全体計画および本年度の取組内容について意見交換および検討を行いまし

た。事業効果を最大限に発揮するため、サイクルツーリズム事業については継続的な

取組を行うこととし、平成 26(2014)年度は現状把握に努めるとともに情報発信および

自転車に親しみやすい環境の整備に着手することとしました。 
③ 事業に係る各種支援制度を検討し、三重県地域づくり支援補助金を活用して、交通

量調査の実施やＷＥＢサイトの構築など、より一層効果的な事業展開をはかることと

しました。 

④ 平成 27(2015)年度以降の取組についての意見交換を行いました。 
 
（６）取組成果 

① 平成26(2014)年７月にいなべ市内外の関係機関を構成員とする「いなべ市サイクル

ツーリズム実行委員会」を設立し、いなべ市のサイクルツーリズム事業を推進する

体制を構築しました。 

② 三重県地域づくり支援補助金を活用し、サイクルツーリズムに関する以下の事業を

行いました。 

・市内の主要道路でスポーツ自転車の交通量調査を行い、いなべ市を訪れるサイク

       リストの動向を把握しました。 

・いなべ市サイクルツーリズム実行委員会のホームページ「INABE Cycle.com」を立 

ち上げ、いなべ市のサイクルツーリズム事業についての情報発信を開始しました。 

  ・サイクリストのための自転車情報誌「BiCYCLE CLUB（バイシクルクラブ）」平成27 

(2015)年５月号誌上で、いなべ市のサイクルツーリズムの特集を組んでいただき、 

全国のサイクリストにいなべ市の魅力をＰＲしました。 

・いなべ市を訪れるサイクリストが市内の飲食店等を利用しやすいように、約40台 

のサイクルラックを製作し市内14店舗に設置し、利便性の向上をはかりました。 

来年度以降も、順次、設置店舗を増やしていきます。 

③ いなべ市の知名度向上および観光振興を目的とし、自転車ロードレースの国際大会

である「第18回ツアー・オブ・ジャパン いなべステージ」を誘致しました。同大

会は７つのステージに分かれており、いなべ市では、平成27(2015)年５月19日 

（火）に第２ステージとして開催されました。 
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       （実行委員会の設立の様子）        （自転車ロードレース国際大会の誘致） 

 

  
    （サイクルラック利用イメージ）      （サイクルラック設置状況） 

 

（７）今後の方針 

平成26(2014)年度の取組・検討結果をふまえ、平成27(2015)年度は、情報発信および

サイクルラックの設置などサイクリストのための環境整備を継続して行うとともに、市

民を対象とした新たな事業展開について検討を行います。また、サイクルツーリズム（自

転車を活用したまちづくり）に関して、市民が主体となった交流の促進、より効果的な

情報発信などの課題解決に取り組んでいきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

ＷＥＢ、雑誌等により積極的な情報発信を行うとともに、いなべ市を訪れるサイクリスト

の利便性向上のため、市内にサイクルラックの設置を始めるなどいなべ市の魅力をより多く

のサイクリストに理解いただくための第一歩を踏み出しました。 

また、自転車ロードレースの国際大会である「第 18回ツアー・オブ・ジャパン いなべ

ステージ」の誘致に成功し、いなべ市内外に住む人々に“サイクルツーリズム（自転車を活

用したまちづくり）に取り組むいなべ市”をアピールできたことは大きな成果であると考え

ます。 

 

 

【四日市地域防災総合事務所】 

四日市① まちかど博物館との連携について 

（１）取組目標 

    昨年度の検討内容をふまえ、四日市地域まちかど博物館と市町事業との連携事業の
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（４）開催実績 

第１回 平成26年５月15日 伊勢型紙古代型復刻事業実行委員会：平成26年度伊勢型紙古代型復

刻事業について 

第２回     ５月20日  亀山市：「かめやま文化年2014」事業について 

第３回     ５月21日 匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：第６回匠の里伊勢型紙フェス

タを振り返って 

第４回     ６月12日 光太夫ネットワーク：今後の取組（学校給食、コスズカ、白子街道

ウォーク等）について 

第５回     ６月24日 匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：第７回匠の里伊勢型紙フェス

タについて 

第６回     ７月18日 匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：当日の出展内容について（こ

ども向けコーナー、墨アート等） 

第７回     ８月20日 光太夫ネットワーク：白子街道ウォークへの出展・賞の提供、コス

ズカの会場等について 

第８回      ９月４日 匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：こどものコーナーの実施内容

について 

第９回      ９月17日  光太夫ネットワーク：白子街道ウォークへの出展団体について 

第10回      10月２日 匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：ポスター、チラシについて、

学生ボランティアへの講義について 

第11回     10月15日  匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：近鉄ウォークについて、当日

の必要物品について 

第12回      10月30日  匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会：当日の配置等について 

第13回     11月19日  光太夫ネットワーク：取組結果について（白子街道ウォーク、ふれ

あいフェスタわかまつ、学校給食） 

第14回     12月15日  光太夫ネットワーク：近鉄ウォーク（酒蔵みてある記）での啓発活

動について 

第15回 平成27年２月12日  光太夫ネットワーク：白子高校ミュージカルでの啓発活動について 

 

（５）検討状況 

  ①白子まちかど博物館、光太夫ネットワークの活動支援 

地域活性化・情報発信をめざす上記団体と連携して、以下の地域イベントへの協 

力を検討しました。 

・近鉄ウォーク（平成26(2014)年11月８日、平成27(2015)年１月10日） 

・コスズカⅣ（光太夫関係コスプレイベント）（平成26(2014)年11月23日） 

・白子街道ウォーク2014（平成26(2014)年10月18日） 

・匠の里伊勢型紙フェスタ（平成26年(2014)11月８日、９日） 

・白子高校ミュージカルでの光太夫啓発活動（平成27(2015)年２月21日） 

②かめやま文化年事業 

平成26(2014)年度に第１回目を迎える「かめやま文化年」のリーディング事業と 

して実施する、お茶とそれに関する文化に触れ学ぶことができる取組、およびロー

ソクや行灯等あかり文化の浸透・再認識ができる取組について、取組内容の検討を

行いました。 

③伊勢型紙古代型復刻事業 

鈴鹿市の伝統産業である伊勢型紙について、昨年度復刻した「古代型」（江戸時代
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の最盛期時代に当時の熟練職人によって彫られていた型）から反物を制作すること

による、型紙の高付加価値化・産地活性化・後世への技術伝承について検討を行い

ました。 

 

（６）取組成果 

① 大黒屋光太夫関連の上記イベントに参加するとともに、各種イベント時に紅茶の 

振る舞い、紅茶の日（11月１日）の鈴鹿市内小学校給食への紅茶メニューの導入、 

コスプレイベントの開催など、地域資源を活用した活動を続け、大黒屋光太夫の啓 

発をはかることができました。 

②「かめやま文化年 2014」メイン事業の実施を支援することで、市内の食（お茶）や 

産業（ローソク）に親しみや愛着を持っていただき、実際に使用することで振興を 

はかることができました。 

亀山市で生産されるお茶について、「かめやま茶学校」と題し、オリジナル茶香炉

の製作や、お茶に関する知識を試す「亀山茶検定」等の実施、また、亀山市を代表

する産業の１つとして、日々の生活や市内の文化に深い関わりのあるローソク等の

あかりの文化に焦点をあて、市民が作った行灯を使ったキャンドルナイトや、旧亀

山城多門櫓を用いたプロジェクションマッピングなどを行い、市内外へ情報発信す

ることができました。 

③ 白子まちかど博物館の活動について、近鉄ウォーク、公民館イベント、伊勢型紙 

フェスタなど、種々の地域イベントと連携し、地域の魅力の再発見と活性化に協力 

するとともに、まちかど博物館の魅力もＰＲすることができました。 

④ 昨年度、江戸時代に最盛期であった伊勢型紙の古代型の復刻を行いましたが、今 

年度も地域づくり支援補助金の活用により、復刻した伊勢型紙を使用し反物の制作 

を行い、これら反物を活用する等して、伊勢型紙のＰＲを行うとともに、販路の拡 

大、新たな需要の創出、後継者育成の足掛かりとしていくことができ、産地の活性 

化に寄与するものとなりました。 

 

（７）今後の方針 

    引き続き、地域活動に取り組む団体を支援し、他の団体との連携を進め、一体と

なって地域活性化を進めていくことができるよう、協力していきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果が十分発揮されました。 
（判断理由等） 
・数値目標を達成することができました。 

イベント等を活用した地域の情報発信 ５回（数値目標３回以上） 
・地域づくりに取り組む団体が連携し、匠の里型紙フェスタ等のイベントの開催や、これらイベ

ントを活用した地域の情報発信を行うことができました。また、平成25(2013)年度に復刻した

型紙を活用して専門の染屋に依頼して反物を作成し、三重テラスで開催されたイベントでも古

代型と反物を合わせて展示等行い、情報発信ができました。 
 

鈴鹿② 鈴鹿亀山地域の防災・減災対策について 

（１）取組目標 

県（鈴鹿地方災害対策部）、鈴鹿市、亀山市が連携した防災訓練を実施します。 
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（５）検討状況 

地域づくり協議会と連携し、森林セラピー基地等を活用した取組をさらに充実させて

いくとともに、県補助金を活用した田舎暮らしアドバイザーの活用による空き家情報バ

ンクの活性化や、空き家活用移住・交流促進事業を行っており、これらの事業について、

津市と情報を共有しています。 

また、全線開通予定のＪＲ名松線の利活用について情報交換を行い、関係団体との今

後の連携について検討しました。さらに、映画「ＷＯＯＤ ＪＯＢ！～神去なあなあ日

常～」のロケ地を生かしたイベント等による地域づくり活動について情報交換を行いま

した。 

 

（６）取組成果 

津市美杉地域では、自然や歴史等の地域資源を活用した地域の活性化を進めており、

森林セラピー基地を活用し、基地利用者の健康増進と交流人口の拡大をはかっていると

ころです。 
平成26(2014)年度におきましても、第３回目のノルディックウォーキング競技会を実

施（３月、県内外から44名参加）するとともに、地域のノルディックウォーキング団体

が基地を利用したイベントを実施するなどの新たな展開もありました。 

また、空き家活用移住・交流促進事業として、田舎暮らしアドバイザーの活用による

空き家情報バンクの活性化や、空き家見学会などを実施するとともに、新たに三重テラ

スや美杉地域で行われるイベント会場などを活用した相談会を積極的に行いました（空

き家見学会２回のべ 16人参加、相談会３回のべ 10人参加）。  

また、映画「ＷＯＯＤ ＪＯＢ！～神去なあなあ日常～」の公開にあわせ、神去村青

年団主催による木こり体験ツアー（３回実施）や地域の団体、ボランティアの皆さんと

の連携により実施したロケ地ガイドツアー（６月～８月実施）、地域の団体によるロケ

地でのノルディックウォーキングなどが実施されることにより、県内外に向けた美杉地

域の新たな魅力のＰＲにつながりました。 
さらに、ＪＲ名松線全線開通に合わせて、映画「ＷＯＯＤ ＪＯＢ！～神去なあなあ

日常～」のロケ地を生かしたイベント等を、津市および三重県が、神去村青年団などの

地域の団体と協働して実施していくことを確認しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  （ノルディックウォーキング競技会の様子）    （木こり体験ツアーの様子） 

                   

（７）今後の方針 

森林セラピー基地については、その効用や魅力について一部には理解され始めてい

ますが、まだ十分に広まっていない状況であると考えられるため、より一層情報発信

を強化し、空き家活用移住・交流促進事業については、利用者の期待に応えられる物

件の用意や田舎暮らしアドバイザーによるきめ細やかなサポートを引き続き実施して

いく必要があります。 
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明会について、実施状況を津地域防災総合事務所が津市へ説明し、情報発信の方法につ

いて検討しました。 
また、ボランティアガイドが実施するイベント時に配布するアンケートの内容を検討

し、より適切な効果測定ができるよう検討しました。さらに、来年度の方向について情

報交換しました。 
 

（６）取組成果 

ボランティアガイド団体が実施しているイベントの実施状況について、県と津市とで

共有することができました。また、アンケートの内容については、イベントの満足度を

効果的に反映させる表現方法や項目数について検討しました。また、ボランティアガイ

ドのスキルアップに向けた支援方法について意見交換を行いました。さらに、イベント

等の情報発信について、津地域防災総合事務所ホームページの津市の情報発信コーナー

を改編し、津市観光協会へのリンクを設置しました。また、津市の発行するポスター、

チラシ等を津地域防災総合事務所に設置することとしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    （榊原みちウォークの様子）        （津ふるさと学検定現地説明会の様子） 

 

（７）今後の方針 

平成26(2014)年度の取組成果をふまえ、平成27(2015)年度も、県と津市の担当部署の

職員がそれぞれの取組について情報共有をはかるとともに、県と津市、津市観光ボラン

ティアガイド・ネットワーク協議会の３者が連携・協働して、情報発信を行っていきま

す。 
 

（８）取組に対する自己評価 

 目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

ボランティアガイド団体が実施しているイベントの実施状況について、県と津市とで共有する

ことができました。また、アンケートの内容についてより適切な方法で実施するための情報交換

ができました。さらに、イベント等の情報発信について、連携して実施することとなりました。 

 

 

【松阪地域防災総合事務所】 

松阪① 定住自立圏構想の推進について 

（１）取組目標 

   平成26(2014)年度末の定住自立圏形成協定の締結に向けて支援を行います。また、

定住自立圏共生ビジョンの策定が円滑に進むよう準備を進めます。 
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（４）開催実績 

第１回  平成26年６月27日 検討課題に係る取組方針の協議等 

第２回     ７月31日 市と県の災害対策活動の詳細に関する情報共有および連携方策 

の検討   

第３回         12月17日 市と県の災害対策活動の詳細に関する情報共有および連携方策 

の検討 

 

（５）検討状況 

県補助金を活用した洪水・土砂災害警戒ハザードマップを作成する地域については、

県の調査により見直された浸水想定区域や新たに指定された土砂災害警戒区域を中心

に検討を進めました。また、避難誘導標識を整備する施設については、未整備の施設を

中心に検討を進めました。 

さらに、名張市、伊賀市の災害対策本部と県災害対策本部伊賀地方部の連携強化の 

方策を検討しました。 

 

（６）取組成果 

県補助金を活用しての土砂災害警戒ハザードマップ（名張市：全域、伊賀市：３か  

所）を作成し、対象地域へ各戸配布することで、地域住民の防災意識向上につなげるこ

とができました。 

また、避難誘導標識については、白鳳幼稚園、久米町市民館など 10 か所の施設に整

備することで、地域住民の避難所に対する認識の浸透につなげることができました。     

さらに、市および県との連携について、医療面の対応に係る市、県の対応内容の洗い

出しを行い、「対応の流れ」として整理・共有する取組等を進め、市と県の役割分担の

整理による防災・減災力の向上につなげることができました。 

 
（７）今後の方針 

大規模災害発生時に地域住民が円滑・確実に避難するための体制を整備するという課

題が残されていることから、引き続き、大規模災害発生時における市と県の一層の連携

に向けた方策を検討していきます。 
 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

市と県が実施する医療面の対応の流れを整理するとともに、洪水・土砂災害警戒ハザードマッ

プの作成や避難誘導標識の設置による地域住民の迅速な避難行動のための基盤づくりなどを実

施することにより、防災・減災力の向上に資する取組が進展しました。 

 
伊賀② 地域の魅力を活かした誘客拡大につながる地域活性化の取組について 

（１）取組目標 

   伊賀地域における地域の魅力を活かした誘客拡大につながる地域活性化の取組につ

いて、県と市が情報共有や意見交換を行い連携することにより、効果的な取組をはかっ

ていきます。 
 

 

 











44 
 

（５）検討状況 

  ①第１回検討会議：「ＩＣＴを利活用した安心・元気なまちづくり事業」 
    玉城町が実施している、ＩＣＴを利活用した納税システムやオンデマンドバス、

検診システム等、先進的な取組事例について情報を共有し、今後の事務の参考とし

ました。     
  ②第２回検討会議：「伊勢志摩圏域における要援護者に対する災害時の支援体制」 
    県障がい福祉課担当者、県聴覚障害者支援センター長等を講師に招き、要援護者

に対する災害時の支援体制についての取組状況の情報共有をはかるとともに、参加

メンバーで意見交換を行いました。そのうえで、伊勢志摩圏域における災害時要援

護者支援広域体制の構築を、南勢志摩地域活性化局から提案しました。 
  ③第３回検討会議：「伊勢志摩圏域における少子化対策と地方創生」 
    県子ども家庭局次長、県市町行財政課長、皇學館大学教授を講師に招き、少子化

対策、地方創生の取組等について情報共有をはかるとともに、参加メンバーで意見

交換を行いました。 

     
               （第３回検討会議の様子） 
   
（６）取組成果 

各市町が抱えている課題について、さまざまな専門家の意見や、先進事例を共有す

ることで、専門的な知識を得ることができ、課題解決への一助とすることができまし

た。また、参加メンバーで意見交換を行うことで、市町間の情報を交換することがで

き、課題解決に向けての広域的な取組について、検討することができました。 
 第２回検討会議でテーマとした「伊勢志摩圏域における要援護者に対する災害時の

支援体制」については、今まで伊勢市のみが県と締結していた「災害時要援護者（聴

覚障がい者）の支援に関する協定」を、未締結であった度会郡４町（玉城町、度会町、

大紀町、南伊勢町）にも広げることができました。 
 
（７）今後の方針 

   平成 27(2015)年度については、現在市町が課題としている「人口減少と地方創生」

に特化して、マネジメント能力の向上に向けた人材育成等を行っていきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

   目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
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（４）開催実績 
第１回 平成26年６月27日 10周年事業の取組計画について 

    第２回     10月30日 10周年事業の進捗状況について 

    第３回 平成27年２月10日 10周年事業の取組成果および来年度検討テーマについて 

 

（５）検討状況 

① 県と市町の熊野古道世界遺産登録 10周年に関する取組について、情報共有および

意見交換を行いました。 

② 各市町において、紀北町では、熊野古道春祭り・秋祭りをはじめとした誘客事業  

を、また、尾鷲市ではまちなかガイドマップの作成とガイドマップを活用したツアー

など、10周年を記念する各種取組を三重県地域づくり支援補助金も活用しながら実

施しました。 

 
（６）取組成果 

平成 26(2014)年度の熊野古道世界遺産登録 10周年に合わせ、尾鷲市では熊野古道と

旧市街地を結んだ散策コースを案内するガイドマップ「尾鷲トコトコ旅」を 25,000部

作成するとともに、同ガイドマップを活用した「家族で楽しむ熊野古道馬越峠＆まち

歩きご招待ツアー」等を実施し、県内外からの 40名程度の参加者の方に、尾鷲セラピ

ストによる健康ウォーキングや、まちなか歩きなどを体験いただき、尾鷲市の魅力を

体感していただくことができました。 

また、紀北町でも峠のウォーキングと保全活動、町の PRを組み合わせた熊野古道春

祭り、秋祭りをはじめとした誘客事業を行いました。町内外から累計で 4,000 名を超

える参加があり、熊野古道を実際に歩いていただくとともに各峠保全会によるおもて

なしを受けることで、地域の人々との交流を深めていただくことができました。 

このほかにも、10周年を記念する各種取組について、県と市町が情報共有を行うこ

とで、平成27(2015)年度以降も地域資源を活かしたまちづくりについて連携して取り

組んでいくための素地を作ることができました。 

    

（７）今後の方針 

高速道路の開通や世界遺産登録 10周年で生じた地域のにぎわいを、より持続的なも

のにしていくため、地域資源のさらなる磨き上げや、それらを活用するための人材育

成に取り組む必要があります。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

熊野古道世界遺産登録 10 周年にあわせて、まちなかへ観光客を引き込むための事業を実施す

ることができました。 

今後は、豊富な地域資源を有効活用するための人材育成について検討を行っていく必要があり

ます。 

 

紀北② 地域一丸で取り組む防災対策について 

（１）取組目標 

各地域における避難訓練等の検討や内容の充実等をはかり、地域住民が主体的に避 

難行動をとることができるようにします。それにより、自然災害による犠牲者ゼロをめ

ざします。 
【平成26(2014)年度目標】 
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②第２回検討会議 

前回の検討会議をふまえ、研修会の具体的な日程および実施内容について各市町

と協議を行いました。 
③第３回検討会議（「地域の防災リーダー研修会」） 

平成27(2015)年２月14日に、三重県熊野庁舎の大会議室において「地域の防災リー

ダー研修会」を実施し、自主防災組織関係者、みえ防災コーディネーター、学校の

防災担当教職員など56名が参加しました。 

研修会では、自衛隊三重地方協力本部熊野地域事務所の村中謙介所長を迎え、「自

衛隊からの視点でとらえた「防災」における講話」というテーマで、東日本大震災

での自衛隊の救助活動や南海トラフ地震の被害予測および対策などについてご講演

をいただきました。 

その後、陸上自衛隊久居駐屯地第33普通科連隊の方々による災害体験教育として、

実際の災害時等における止血法、ロープワーク活用術を実践しながら学んでもらい

ました。 

最後に、県防災対策部防災企画・地域支援課の西川実雄防災技術指導員に三重県

の津波避難対策「Ｍｙまっぷラン」について説明をしていただきました。その後、

各班で簡単な自己紹介をしてもらい、災害時要援護者の避難支援についての意見交

換と発表をしてもらいました。 

            
（防災講話を聞く参加者）                （災害体験教育を受講する参加者） 

            
（Ｍｙまっぷランの                               （班別の意見交換結果を 

説明を聞く参加者）                       発表する参加者） 

④第４回検討会議 

地域の防災リーダー研修会の時に参加者に対して行ったアンケート結果を報告し

ました。回答のあった参加者全員が「有意義な研修だった」と回答し、研修会の継

続を望む結果となりました。 

他方で班別での意見交換の時間が短かったため、「地域のリーダーの方々とあま

り交流できなかった」との意見もありました。 

また、市町の担当者からは、「地域ごとに防災の課題が異なるため、もっと研修の

テーマを絞り、共通的なものにすべきである」、「大規模災害が起きた時、行政職員
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（３）現状および課題 

熊野地域は、若年層の流出や過疎・高齢化の進行など、地域の活力低下が懸念され

ていますが、各市町において移住・定住に関する情報発信や空き家バンク、体験・交流

メニューづくり等を行ってきたことや、平成25(2013)年度に熊野尾鷲道路が開通し、熊

野地域へのアクセスが向上したことにより、熊野地域へ移住したいとの都市圏住民から

の相談は増加傾向にあります。 
一方、熊野地域では市町が行う田舎暮らし体験やお試し移住などの事業の受け皿と

なる集落がなく、受入体制の整備を早急に進める必要があります。 
移住や都市圏住民との交流を一層促進するためにも、各市町の取組状況について情

報共有しながら連携の可能性や手法を検討することが必要です。 
 

（４）開催実績 
    第１回   平成26年９月９日  平成26(2014)年度の検討会議の進め方について 

    第２回       ９月25日  熊野市紀和町木津呂区での住民説明会 

    第３回       12月19日  大杉谷移住促進協議会調査 

    第４回   平成27年３月11日  今後の取組について 

 

（５）検討状況 

① 平成26(2014)年度は、移住・交流の受入体制の整備に着目し、受け皿づくりを進

めるための検討を行うとともに、各市町の取組内容や進捗状況について情報共有を

行いました。 
② 熊野市のモデル地域において、移住受入れに関する住民説明会を開催し、意見交

換を行いました。 
③ モデル地域の住民と共に大杉谷移住促進協議会を訪問し、空き家の把握方法の実

態や体験住宅の運営手法等についての現地調査を行いました。 

      
      （住民説明会の様子）             （現地調査の様子） 
   
（６）取組成果 

   モデル地域において、移住者の受入れについて検討を進めていくことになりました。

また、大杉谷移住促進協議会の活動の調査を行ったことで、空き家の把握方法につい

ては、空き家の持ち主と常に連絡がとれるようにしているとともに、２年ごとにアン

ケートを行っていること、体験住宅の運営については、移住者に、入居する前に必ず

来訪してもらい、面談を実施していることや、入居者へのフォロー等について学ぶこ

とができ、今後の各市町における移住者の受入れの取組を推進するためのノウハウが

蓄積されました。 

 
（７）今後の方針 

引き続き平成 27(2015)年度も移住交流の促進に取り組むとともに、県と市町の担当

者がそれぞれの取組について情報共有を行います。 
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（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

   移住の受け皿づくりが進展し、他地域へ展開できる見込みとなりました。検討を行う中で、各

市町の課題認識の共有や連携を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


